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令和３年度第４回佐倉市指定管理者審査委員会会議記録 

 

日時 令和３年１０月１４日（木）午後３時～午後４時４０分 

場所 １号館３階会議室 

出席委員 

八木直人委員長、櫻田孝副委員長、室谷利子委員 

菅原優輔委員、吉光孝一委員 

※菅原委員は Zoomで出席 

事務局 資産経営課 小菅部長、渡部課長、南谷主査補 

議題 
１．委員協議 ［非公開］ 

   佐倉市南部よもぎの園 

 

１ 委員協議 

前回までに行った審査及び委員協議をふまえ作成した答申（案）について、内

容、文体や文言の検証を行う。 

 

推薦理由について 

 ・利用者の家族や施設職員への精神的なケアについては現在も実施している

取り組みなので、「取り組もうとしています」ではなく「取り組みを強化

しようとしています」が適当である。 

 

 ・利用者の収入の確保への取り組みについても、現在実施し、さらに推進し  

  ようとしているので、「収入の確保に努めようとしています」ではなく

「収入の確保に向けての努力が期待できます」が適当である。 

 

 ・多機能事業所への移行や送迎サービスの運行など、新たな取り組みが評価 

できる。 

 

審査の観点について 

 ・事業が安定して継続できる体制であることは重視しているので、審査の観 

点だけではなく、推薦理由にも記載するべきである。 

 

 

 

   



 

2 

 その他意見等について 

  ・前回まで総評として答申に記載していた。しかし、内容が総評となって

いなかったこと、今回は１施設の審査なので全施設を総括する総評はふ

さわしくないと判断し、その他意見等へ変更した。 

 

・新たに参入することは難しい業務なのかもしれないが、事業者が応募し

やすい環境づくりを続けてほしい。 

  

・申請団体が１団体であることへの意見と運営手法への意見は内容が異な

るので、一文でつなげるのではなく別々の意見として段落を分けて表記

すべきである。 

 

  

 

以上 


